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令 和 ４ 年 度 

 議会運営委員会  行政視察報告書（１日目） 

 

【視察先】 茨城県取手市議会（人口 106,143 人 49,968 世帯（R4.4.1 現在）） 

（市役所本庁舎 2 階 取手市議会議事堂大会議室及び本会議場（見学）） 

【視察日時】 令和 4 年 7 月 13 日(水) 13 時 30 分～15 時 45 分 

【視察内容】 常任委員会のインターネット中継及び公開等に伴う効果と諸課題について

【配付資料】 視察資料「取手市議会ライブ配信方法紹介」 

【対応者】 取手市議会 議会運営委員会 委員長 佐藤 隆治 議員 

       取手市議会 議会運営委員会 委 員 赤羽 直一 議員 

       取手市議会事務局 𠮷田 文彦 局長 

取手市議会事務局 岩崎 弘宜 次長 

【訪 問 者】 北広島市議会運営委員会 委員長  島崎 圭介 議員 

       北広島市議会運営委員会 副委員長 鶴谷 聡美 議員 

       北広島市議会運営委員会 委 員  青木  崇  議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  坂本  覚 議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  桜井  芳信 議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  木村真千子 議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  山本 博己 議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  小田島雅博 議員 

【報告書作成者】 議会運営委員会副委員長 鶴谷 聡美 議員 

 

【データ資料】  

貸与タブレットへデータを事前登載 

・令和 2 年 5 月 77 日付  取手市議会基本条例の一部を改正する条例について 

・令和 2 年 9 月 44 日付  取手市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

・令和 2 年 9 月 44 日付  取手市議会会議規則の一部を改正する規則について 

・令和 3 年 6 月 10 日付  取手市議会会議規則の一部を改正する規則について 

・令和 4 年 2 月 15 日付  取手市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

・令和 3 年 6 月 10 日付  議員全員協議会決定 オンライン会議時の申し合せ 

・令和 2 年 6 月 12 日提出 オンライン本会議の実現に必要となる地方自治法改正を求め

る意見書 

・令和 3 年 12 月 14 日提出 オンライン本会議の実現に必要となる地方自治法改正を求

める意見書  
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【視察研修事項】 

１ 取手市議会の ICT を活用した主な取り組みについて 

  ICT を活用した以下 6 つの取組について、説明を受けました。 

 ①会  議 

   コロナ禍で市民生活の課題が顕在化している中、対面での議論や審議が避けなければ

ならない状況にオンライン（ICT）活用。感染対策として審議時間の短縮のため、オン

ライン（Zoom）で提案予定議案について委員会で説明するレベルの詳細を委員会議員

が自宅や事務所等で受けている。 

傍聴市民への情報提供は、審査日にあわせて資料と説明動画を公開。事前説明後の調

査を経て審議･提言することで、市民福祉の向上につなげている。 

  

②現地視察 

   一般会計予算審査特別委員会の審査にあたり、補正予算案の体育館床補強工事実施

設計業務委託に関する現地の状況をオンライン中継で視察調査した際の中継画像を視

聴した。百聞は一見に如かずの視察が、現地に担当スタッフと議会事務局職員が出向

くだけで、状況確認のうえ審査に反映している。 

 

③広聴・広報 

  市民と対面での意見交換が難しい社会状況において、各常任委員会ごとにオンライ

ンで広聴活動を行った。総務文教常任委員会では、市 P 連役員とコロナ禍の児童生徒

の状況、医療従事者には市民に協力してほしいこと等、ヒアリング日程も希望に添っ

て聞き取りし、議会での提言につなげてきた。 

  

④災害対応 

   令和 2 年 8 月にタブレットの貸与を開始（アプリはサイトブックス/東京インタープ

レイ㈱）、翌年 2 月 10 日に災対応訓練を実施。訓練日のみ連絡し、災害は突然起きる

ことから発災時間は告知せず行った。 

議会の災害対策会議を設置し訓練開始→災害対応規定に沿い安否確認→情報収集と

共有→インターネットはつながるが道路は使えないなどの状況設定を知らせ、安否メ

ール連絡やりとり→被災状況をデジタルマップに落し込む訓練をした。 

 

 ⑤研  修 

   オンラインでの視察研修を実施（研修を受ける、研修を受け入れる、両方） 

   ※今回の視察調査の音声について、AI 音声認識システムに録音し文字起こしデータ

を後日共有いただいた。 

  

⑥ペーパーレス 

   コロナ感染拡大前は、議会 ICT 化の目的はペーパーレス。議案書、予算書、決算書

すべての紙の配布していない。 

導入した令和 2 年 8 月～3 月で印刷用紙約 9 万枚の削減。紙配布をなくしたことに
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より事務局職員の時間外勤務は半減した。議席上の表決システムを撤去、サイトブッ

クスの表決システムに移行し経費削減。 

【質疑応答】 

Ｑ：感染症禍や災害対策としてのオンライン委員会は、現在は状況を問わず取り組まれて

いるのか。 

Ａ：今年の２月の改正で、議会の欠席事由にある、妊娠出産介護育児、自分の疾病、看護

等の自己都合でも、オンライン出席を求め出席できることになっている。 

Ｑ：ライブ配信の際の文字認識について、筑波大学で開発された同時双方向で外国語の対

応もできるもの（システム）がある。取手市議会は他のシステムを活用しているが、

どのようなものなのか。 

Ａ：AI 認識のシステム会社「アドバンスト･メディア」と音声テック協定を結んでいる。

音声認識システム AmiVoice(アミボイス)を使用し、議会では議会用語等を登録してお

り文字認識のレベルは高い。市民窓口での活用は、文字が脇から見えてしまうことも

あり、相談ブースの整備等が必要と考える。 

Ｑ：提案予定議案のオンライン説明の後、委員会での説明、本会議での説明は？ 

Ａ：ない 

Ｑ：委員会審議を公開する議論の中で、個人等が特定される詳細な発言に関しての考え方

と対応は。 

Ａ：「他人の私生活にわたる議論はしてはならない」という視点から、取手市議会では厳し

く注意するとともに発言取り消し、原稿からも削除、インターネット配信からも削除

という編集作業を事務方で行う。 

Ｑ：ICT の整備費用について、導入につながった財政（予算）の状況は。 

Ａ：平成 21 年議場表決システム費用約 1000 万円は、委員会視察旅費を 5 年間凍結した。

（どうしても必要な視察の費用は補正で実施） 

Ｑ：ICT を活用する等議会改革が進んでいる取手市議会への市民の評価について。 

Ａ：議会に関心を持っている市民からは評価はあるが、多くは知らない。一般紙に掲載され

たので、浸透はしてきている。取手市の高齢化率は 35％超。そうした状況に配慮して

デジタル化の推進を考える必要がある。新聞購読数の減少（折込部数減）もあり、市民

への伝え方を変えていく狭間の期間。議員一人ひとりが思いを持って取り組まなければ

ならない。 

Ｑ：費用対効果の目安となる実践について 

Ａ：平成 18 年度に議事録作成の外注をやめて、音声認識システムを導入。導入にあたり、

会議室のマイクや受音機等の設備費に充て、事務効率化を図った。議事録外注するより

圧倒的に予算削減となっている。 

Ｑ：市民とのオンライン意見交換会について 

Ａ：Zoom 及び、インターネットを使えない方も参加できるハイブリッド型。事前登録制で

名前メールアドレス等の連絡先を保存している。「待機室」機能を使い、進行の妨げに

なる発言等があった場合は、待機室へ移動操作をして対処。分科会機能も活用している。 

Ｑ：委員会会議録の公開議事録の透かし文字について。 

Ａ：速報版で、ＡＩが認識した会議録をリアルタイムで事務局職員が修正作業と校正した

ものをホームページに出している。 
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２ 常任委員会に係るインターネット中継及び公開等に伴う効果等の課題について 

 

①中継及び公開等導入の事由及び目的等 

コロナ禍で傍聴自粛のお願いをしていることから、議会を知っていただく機会を補完

するために行い始めた。 

 

②中継及び公開等の概要（運用方法及び実績等） 

  映像の鮮明さや貴美を求めると、それなりの機材が必要。言論の府であることから、

まずは、議論を知っていただく機会として整備運用することで、一定の成果はあると

考える。 

 

③中継及び公開等の導入予算及び運用に係る経費 

  ビデオカメラ 1 台、約４万円。360 度カメラは 15 万円。（入札）ホストＰＣは安定し

た配信をするため必ず有線の環境を。配線作業は、職員で行い経費削減。 

 

④中継及び公開等に対する市民及び行政側からの意見等 

  市民からのネットのアクセス数は間違いなく、確実に伸びている。本会議と委員会含

めて約２万 8,000 のアクセス数、You tube の平均視聴時間数が、約 15 分。無関心な

方が多く、どう打破していくかが地方議会の課題。いろいろな取組で、試行錯誤して

いるのが現状。 

  行政機関側にすれば、配信してほしくないが、市職員側からの苦情はない。 

コロナ禍で市民のための議会傍聴に遠慮を呼びかけておいてどう公開するのか。色々

な切り口から、委員長はじめ皆さんで討議をして考えていくこと。 

 

⑤中継及び公開等の導入による効果等及び諸課題等 

 【良くなった点、主にメリット】 

   住民の方がここに来なくても、傍聴席に置く配付資料を自宅で入手し、インターネ

ット中継で議論を視ることができることは大きなメリット。 

【不自由となった点、主にデメリット】 

   最初のうちは緊張していたが、特にない。慣れても集中力を持つことを意識する。 

 

⑥インターネット中継等を活用した委員会のオンライン開催の取り組み 

（災害等における活用方法等の規定） 

  1－④の災害対応参照 

 

⑦中継及び公開等の導入に際しての助言等 

  「まずは、やってみよう」自分たちの今持ち得ている機材、人材、財政の中で取り組

めることで実績を重ね、その中で検討を重ねながら、必要な予算等も考える。 
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【質疑応答】 

Ｑ：本会議におけるオンラインについて 

Ａ：本会議もやろうと思えば、もう十分できると考えている。現在、例規を整備中。 

①議場内選挙が、今のオンラインでは事実上不可能という結論であり、課題。 

②秘密会の運営。 

Ｑ：委員会での報告案件のうち、市民に出さない情報の経過的なものを報告する案件があ

り、取扱いはどのようにしているか。 

Ａ：北広島市議会の委員会傍聴は、許可制であり、開会前に「傍聴を許可する」というこ

とは、すべて公開することになる。どうしても公開できない報告を行う場合は、開会

前か閉会後に報告の場を設け、紙資料配付で提供する等の対応になると考える。 

 

 

【考察及び感想】 

  オンライン委員会等の先駆的な取り組みについて調査するため、議会改革度調査 2021

において、初の 2 年連続全国ランキング 1 位となった取手市議会を訪問しました。 

  令和 2 年 8 月に貸与されたタブレットとオンラインを活用し、オンライン委員会やオ

ンライン模擬議会の実施など、コロナ禍における議会機能を維持する視点から、議員と

議会事務局で一体となって取り組んできたことを惜しみなく伝えていただきました。 

参加した議会運営委員会メンバーから活発に質問が出され、一つひとつ丁寧にお答え

いただき、得たものはたくさんあると実感しています。この度の視察調査における全て

の発言音声について、活用されている AI 音声認識システムで早速データ化し共有してく

ださり、取り組みの一端を体験し、事務作業の効率化と課題を考える機会にもなりまし

た。議会イコール市民のもの、議会での情報も市民のものという視点について、議会事

務局と議員お二人からのお話しが印象に残っています。 

ＩＣＴ活用は、システムの進化とともに多方面に広がっていくものと考えますが、ど

んな状況下となっても、よりよい市民生活とまちづくりのため、有効に活用できる議会

運営をもう一歩、すすめたいと思いました。 
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令 和 ４ 年 度 

 議会運営委員会  行政視察報告書（２日目） 

 

【視察先】 神奈川県藤沢市（人口 441,547人 198,213世帯（R4.4.1現在）） 

（市役所本庁舎 9階 藤沢市議会委員会室及び本会議場（見学）） 

【視察日時】 令和 4年 7月 14日（木） 10時 00分～11時 50分 

【視察内容】 「常任委員会のオンライン開催等に伴う諸課題について」 

【配付資料】 視察資料「常任委員会のオンライン開催等に伴う諸課題について」 

【対応者】 藤沢市議会 議会運営委員会 副委員長 清水 竜太郎 議員 

       藤沢市議会事務局    藤本 広巳 局長 

       藤沢市議会事務局議事課 浅上 修嗣 課長 

【訪 問 者】 北広島市議会運営委員会 委員長  島崎 圭介 議員 

       北広島市議会運営委員会 副委員長 鶴谷 聡美 議員 

       北広島市議会運営委員会 委 員  青木  崇  議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  坂本  覚 議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  桜井  芳信 議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  木村真千子 議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  山本 博己 議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  小田島雅博 議員 

【報告書作成者】 議会運営委員会委員 青木 崇 議員 
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【視察研修事項】 

１ 説明内容 

  ①オンライン委員会の趣旨 

   ・コロナ禍における喫緊の課題への対応として、会議のあり方を検討 

   ・大規模な災害等の発生等により、委員会への参集が困難であるなど、非常時に 

おいてオンライン委員会を開催できるよう、委員会条例を改正 

   ・全ての委員会が対象 

   ・市職員もオンラインによる出席を認める。 

 

２ 検討経過 

検討経過（１）委員会条例改正まで 

  令和２年 ６月 議会 ICT小委員会においてコロナ禍における会議のあり方について 

提起され、検討していくことを確認。 

  令和２年 ７月 オンラインでの会議開催を視野に、オンライン会議システムを比較、 

          Zoomを使用体験 

  令和２年 ８月 Zoomによる模擬委員会を行い、活用を検証 

          非常時でのオンライン会議システム導入を確認 

          Webex meetingsによる模擬委員会を行い、活用を検証 

          オンライン委員会開催の条例改正を協議 

  令和２年 ９月 Zoomによる模擬委員会を行い、活用を検証 

          オンライン委員会開催の条例改正を確認 

  令和２年１０月 第３回定例会本会議において、オンライン委員会開催についての 

          委員会条例を改正 

   

検討経過（２）特別委員会の試行実施まで 

委員会条例改正後、広報広聴委員会・議員研修会・議会報告会・意見交換会・視察 

などをオンラインで開催し、その都度課題を確認。 

令和３年 ８月 議会 ICT小委員会において、オンライン会議開催の課題を確認 

令和３年 ９月 オンライン委員会開催要綱（素案）提示 

令和３年１０月 一部修正したオンライン委員会開催要綱（案）を確認 

        議会運営委員会に開催要綱（案）を報告し承認される 

        （＝各種会議における検証及び試行実施が承認される） 

令和３年１１月 オンライン委員会試行における留意事項（案）を提示 

 

  検討経過（３）特別委員会の試行実施等 

  令和３年１１月 災害対策等特別委員会を全オンライン型で実施 

          行政改革等特別委員会を一部オンライン型で実施 

          藤沢都心部再生・公共施設再整備特別委員会を一部オンライン型で 

実施 
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検討経過（４）要綱・留意事項の制定 

  令和３年１２月 議会 ICT小委員会において、オンライン委員会の試行実施を経て 

得られた課題点等を確認 

  令和４年 ２月 修正したオンライン委員会開催要綱（案）及び留意事項（案）を 

          確認 

          議会運営委員会において、オンライン委員会開催要綱及び留意事項を 

          承認 

 

３ オンライン委員会の開催形式について 

 【パターン１】一部オンライン型  

  ・大多数の委員、及び市職員が召集場所に参集できるケースを想定 

  ・オンライン出席者のみ、オンライン会議システムを使用 

 【パターン２】全オンライン型 

  ・大多数の委員、及び市職員が召集場所に参集できないケースを想定 

  ・全出席者がオンライン会議システムを使用 

 

４ オンライン委員会の開催における手続きについて 

  ①委員長がオンライン委員会の開催を決定、通知する。 

   （開催は委員長の判断によるか、もしくは委員からの意見により決定） 

  ②オンライン出席を希望する委員は、その旨を委員長に申請する。 

  ③委員長は申請に基づき、オンライン出席を許可する。 

  ※委員会への出席等を求められた者（市職員や参考人等）がオンラインでの出席を 

希望する場合にも、同様に委員長への申請、及び委員長による許可を行う。 

 

５ 開会までの準備について 

  ①オンラインでの参加者に対し、入室のためのミーティングＩＤ、パスコードを周知 

（周知方法はメール、及び文書共有システムによる） 

②オンライン会議システム入室後、導通確認 

（委員は開会時間まで音声ミュート、市職員はミュートかつ画面表示オフ） 

③委員はバーチャル背景画像を使用（市職員は委員と区別するため使用しない） 

④スクリーンネームの統一 

 ・議員→ 【職名】漢字氏名  

・市側出席者→ 所属部署名等  

・その他出席者（証人、参考人等）→ 漢字氏名 
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６ 開催中における対応について 

 ・オンライン会議システムのマイクは、発声時のみオン 

 ・オンライン出席する市職員は、 

  ①出席する会議の開始時に画面表示オン 

  ②委員長が画面上で出席を確認した後、指示に従い画面表示オフ 

  ③発言をする際に画面表示オン 

  （画面上では委員が優先的に表示され、市職員は発言しようとする者のみが表示される） 

  ④発言をしようとする際は、所属・役職・氏名を発声して挙手をし、委員長から指名 

された後に発言する。 

  （同一の日程において２回目以降の発言については、姓のみを発声） 

 

７ 表決の方法について 

  ①オンライン出席委員の可否を、委員長が１人ずつ確認 

  （全委員賛成の場合も挙手により確認する） 

  ②委員会室出席委員の可否を、挙手により確認 

  ③全委員の可否を合算して多少を認定 

  ※１ 議事進行等について意義の有無を諮る時は、オンライン出席委員と委員会室出席 

議員に同時に行い、意義がある場合は挙手の上発言させる 

  ※２ 表決宣告の際、映像に映り込んでいないオンライン出席委員は、表決に加わる 

ことができない 

 

８ 通信環境等の不具合が発生した場合について 

 ・委員長は休憩を宣言し、復旧を待って会議を再開する 

  （オンライン出席委員の発言・表決の際に、オンライン出席委員の映像や音声が明確に 

判断できない場合） 

 ・速やかに確認・復旧ができない時は、委員長は会議に諮って議事を進めることができる 

  （発言途中であった時は次の委員に発言させ、通信環境が改善した場合は改めて発言を 

行わせる） 

 

９ オンライン委員会等における服務規律・秩序保持について 

 ・原則として招集場所での出席時と同様の服装を着用する 

 ・オンラインで参加する委員は、明確に映像に映り込むこと 

 ・第三者の影響を受けずに審査や表決を行うことができるよう、環境に配慮する 

 ・委員長は、秩序保持に関する措置として、回線の遮断により映像と音声の送受信を 

  停止する措置を講ずることができる 
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１０ オンライン委員会の検証について 

  令和４年３月 議会 ICT小委員会において、オンライン委員会実施後のアンケート調査 

を確認 

  令和４年４月 令和３年度報告書（素案）を確認 

  令和４年５月 議会運営委員会に報告書（案）を報告 

 

 【実施後のアンケートにおける主な意見】 

   ・音量や音質の向上 

   ・資料閲覧用とカメラ用、２台の端末が必要 

   ・バッテリーの消耗が激しい 

   ・チャット機能の活用 

   ・バーチャル背景の必要性 

   ・オンライン出席の際の申請の必要性 

   ・表決の際に時間がかかる点が課題 

   ・通常の委員会と同様の姿勢を 

   ・会議時間が長くなると、通信が重くなりフリーズする。 

 

【質疑応答】 

  Ｑ．オンライン開催の先進事例である藤沢市議会の皆さんから、これから取り組もうと

している我々に対してアドバイスがあれば。 

  Ａ．オンライン会議の導入に関して、まずは議員であれ職員であれ、牽引役となる人

が居ると進み方も変わる。また、他の議員に対しての根回しも重要。予めコンセ

ンサスを得ておくとスムーズに進む。それと「何のためのオンライン化なのか」

という目的を見失わないこと。最後は「市民のための利益」となることを忘れて

はならない。 

 

【所  感】 

   オンラインによる諸会議開催の先進的地方議会である藤沢市議会も、現在に至るまで

は、「検討→試行→課題の確認→課題解決のための検討→更なる試行」を根気強く繰り

返してきたことが理解できた。 

議会における諸会合のオンライン開催については、藤沢市をはじめ全国各地の先進事

例を更に学び、北広島市議会としての技術的方法、及び要綱、留意事項等を引き続き検

討していかなければならないと考える。 



令和４年度議会運営委員会行政視察の状況　
２

３

①取手市議会

②藤沢市議会


